
当事者の治癒と自立と幸福
～あるべき支援の形を展望する～

講 師●白石 弘巳 氏
東洋大学ライフデザイン学部教授

病気と障害を併せ持つ精神の障害当事者にとって、
「治る」とはどういうことか？

彼らにとって自立とは？ そして幸福とは？
精神障害者の地域生活支援、孤立しがちな家族への支援、
医療と福祉の連携など、あるべき支援の形を考えます。

日 時●２０１７年１０月１４日（土）
１４時３０分～１６時３０分（開場１４時）

会 場●立川市幸学習館 講堂（２階）
①ＪＲ立川駅北口よりバス「幸町団地行き」（９番乗り場）第８小学校前下車
②多摩都市モノレール「泉体育館駅」下車徒歩８分

対 象●精神障害者のご家族・ご本人及び一般市民

参加費●無料

申込み●不要（直接会場にお越し下さい）

主 催●立川麦の会(立川精神障害者家族会)

後 援● 立川市／立川市教育委員会
東京都多摩立川保健所
立川市社会福祉協議会
NPO法人立川市障害者後援会
たちかわ精神障害者支援団体連絡会（たちせいれん）
NPO法人多摩在宅支援センター円／NPO法人ゆるら
NPO法人自立生活センター・立川／NPO法人柿の木ネット


